





























































い ， 自 律 性 （ a u t o n o m y ）， 環 境 の 精 通
（environmenta l  mastery），人生の目的
（purpose  o f  l i f e），他者との良好な関係












（Waterman, 1993；McGregor ＆ Little, 1998；





















































研究では前者の部分をIBM SPSS  Tex t 
Analytics for Surveys 4.0によって行い，後者




























































































































にはIBM SPSS Text Analytics for Surveys 
Japanese４を用いた。なおIBM SPSS Text 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
のんびり他 .822      
風呂他 .803  .141   -.156
友人他  .824    .190
家族他 .228 .563 -.173   -.161
ご飯他   .858    
恋人他 -.164 -.269 .519 -.131  .435
笑う他 -.114 .207 .154 .818  -.161
感謝された経験他 .130 -.137 -.111 .816  .191
達成，没頭他  -.221 -.157  .816  
話す他  .475 .142  .681 -.102
寝る他 .375 -.151 .341  .404 .160
買う他      .801
ほめられる，認められる他 -.224  -.377 .122  .470


















































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
友人他 .871 -.104  .151   .123  
恋人他 .681 .314 .157 .164  .115 -.133 -.164
金他 .626   .214 -.224 .248     .339
家族他 .582 .114 -.290 .457    .149
寝る他  .839        
食べる他 .170 .682 -.262   -.183   .199  
あたたかい他   .525 .456 -.152 .141 -.223   
心他 -.106 -.112 .789   -.216 .273    
安心他 .150 -.131 .672 -.276 .139 -.157 .102  
健康他 .240     .754 -.155    
つながり他       .718 .283 -.141    
必要とされる他     .116  .809      
理解，好意他 .162   -.227  .634   -.193 -.265
満足他 -.209   .211    .809    
充実他 .147   -.155 -.142   .751 -.137  
話す他   -.127   -.192     .820  
笑う他 -.133 .293   .251     .701 -.156
夢中，没頭他  -.225   -.242   -.115 .729
夢，目標，希望他   .277 -.167 .187 .215     .688

































































































































隠し事をしなくてもよい友人がいる .960  -.193
気持ちが通じ合う友人がいる .787   
何でも話し合うことができる友人がいる .774   
自分の素直な感情・態度を示すことができる友人がいる .761   
自分のことをよくわかってくれる友人がいる .760  .157
いつも自分に関心を持ってくれる友人がいる .716  .153
心を許すことができる友人がいる .629 .252  
考えたことや感じたことを正直に話すことができる友人がいる .563 .111 .164
自分の嫌なところを見せることができる友人がいる .485   
電話などでよく話す友人がいる .353  .200
相手にいつも関心を持つことができる友人がいる .255 .230 .226
互いに励まし合うことができる友人がいる  .848  
相談し合うことができる友人がいる .266 .822 -.194
互いに高め合う友人がいる -.153 .747 .146
嫌なことや，悲しいことがあった時になぐさめてくれる友人がいる .112 .744 -.103
自分の知らないことを教えてくれる友人がいる  .702  
互いに尊敬しあうことができる友人がいる .151 .687  
まじめな話ができる友人がいる  .681 .170
将来の夢や希望について話し合う友人がいる .105 .631  
いろいろな面で刺激を与えてくれる友人がいる -.256 .608 .212
互いに弱い部分を見せ合うことができる友人がいる .397 .473 -.211
考え方や感じ方が似ている友人がいる .282 .313 .258
共通の思い出をたくさん作る友人がいる   .831
いつも一緒に行動する友人がいる .120 -.130 .675
性格が似ている友人がいる .143  .554
プレゼントをくれる友人がいる -.183 .219 .545
趣味や好みが一致している友人がいる .161 .122 .257













































言及有群（N=62） 言及無群（N=34） t 値 df 言及有群（N=20） 言及無群（N=76） t 値 df
相互理解 4.22（0.69） 4.09（0.85） 0.85 94 4.27（0.74） 4.15（0.76） 0.62 94
切磋琢磨 4.35（0.61） 4.24（0.74） 0.83 94 4.21（0.70） 4.34（0.65） 0.78 94
共通・一緒 4.21（0.69） 4.09（0.82） 0.80 94 4.03（0.87） 4.21（0.70） 0.99 94




言及有群（N=24） 言及無群（N=72） t 値 df 言及有群（N=13） 言及無群（N=83） t 値 df
大切・必要 3.99（0.77） 3.28（0.82） 3.75** 94 3.79（0.58） 3.40（0.89） 1.53 94
刹那的・付加価値 1.90（0.57） 2.29（0.81） 2.19* 56.7 1.68（0.59） 2.27（0.77） 2.63** 94
相互関係 4.73（0.48） 4.36（0.54） 3.01** 94 4.71（0.41） 4.41（0.56） 2.36* 19.8
独占・束縛 3.26（0.90） 3.31（0.84） 0.25 94 3.44（0.95） 3.28（0.84） 0.61 94
衝動・盲目的 3.47（0.85） 3.07（0.99） 1.79 94 3.15（0.92） 3.17（0.98） 0.07 94
献身的 3.19（0.94） 3.06（0.80） 0.68 94 3.05（0.90） 3.10（0.83） 0.20 94
成長 4.26（0.50） 4.34（0.62） 0.57 94 4.23（0.53） 4.34（0.60） 0.61 94










































































































































































































































































































































Csikszentmihalyi, M. （1975）. Beyond boredom and 
anxiety. San Francisco : Jossey-Bass. 
Csikszentmihalyi, M. （1988）. The flow experience 
and its significance for human psychology. In 
M. Csikszentmihalyi & I. S. Csikszentmihalyi 
（Eds.）, Optimal experience: Psychological 
studies of flow in consciousness . Cambridge : 
Cambridge University Press. pp. 15－33.
Diener ,  E .  （1984）. Subject ive wel l -being. 
Psychological Bulletin, 95, 542－547.
Havighurst, R. J. （1953）. Human development and 
education. New York : Longmans, Green.




Huppert, F. A., & Linley, P. A. （Eds.） （2011）. 
Happiness and well-being : Critical concepts in 
psychology. Vol. 1. Concepts in happiness and 






Kashdan, T. B., Biswa-Diener, R. & King, L. A. 
（2008）. Reconsidering happiness : The costs 
of distinguishing between hedonic and 
eudaimonia. Journal of Positive Psychology, ３, 
219－233.
Maslow, A. H. （1970）. Motivation and personality. 
2nd ed. Harper & Raw.
 （マズロー，A. H.　小口忠彦（訳）（1987）　
人間性の心理学　産業能率大学出版部）
McGregor, I. & Little, B. R., （1998）. Personal 
projects, happiness, and meaning : On doing 
well and being yourself. Journal of Personality 
and Social Psychology, 74, 494－512.
Ryan, R. M. & Deci, E. L. （2001）. On happiness and 
human potentials: A review of research on 
hedonic and eudaimonic well-being. Annual 
Review of Psychology, 52, 141－166.
Ryff, C. D. （1989）. Happiness is everything, or is it? 
Explorations on the meaning of psychological 




Waterman, A. S. （1993）. Two conceptions 
o f  happiness :  Contrasts  o f  persona l 
expressiveness （eudaimonia） and hedonic 
enjoyment. Journal of Personality and Social 
Psychology. 64, 678－691．
吉森譲・植田智・有倉巳幸（1992）．ハッピネスに
関する社会心理学的研究（1）─ハッピネス尺
度の開発─　日本心理学会第56回大会発表論
文集，189．
吉村英（2009）．キャリア意識の形成が大学生活の
満足感に及ぼす影響　京都女子大学発達教育
学研究，３，23－33．
吉村英（2012）．韓国女子大学生のキャリア意識と
大学生活の満足感および幸福感　京都女子大
学発達教育学研究，６，41－60．
吉村英（2014）．女子大学生のキャリア意識と幸福
感──学部間の比較──　京都女子大学発達教
育学研究，８，31－53．
吉岡和子（2001）．友人関係の理想と現実のズレ及
び自己受容から捉えた友人関係の満足感　青
年心理学研究，13，13－30．
